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西
蒲
田
三
丁
目
居
住
の
松
浦
和
美
さ

ん(

67
歳)

を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

「
ふ
れ
あ
い
は
す
ぬ
ま
」
体
育
館
近

く
に
注
文
木
工
家
具
職
人
の
松
浦
さ
ん

の
仕
事
場
「
松
浦
家
具
工
房
」
が
あ
り

ま
す
。 

 

 
松
浦
さ
ん
は
子
供
の
頃
か
ら
森
や
山

な
ど
自
然
の
美
し
さ
に
魅
力
を
感
じ
て
、

大
学
時
代
に
は
仲
間
と
「
物
を
作
り
命

を
育
て
る
」
を
テ
ー
マ
に
塾
を
開
き
、

子
供
達
と
勉
強
の
他
に
小
屋
作
り
、
火

起
こ
し
、
田
畑
で
稲
作
な
ど
も
し
て
い

た
そ
う
で
す
。 

大
学
卒
業
後
、
幾
つ
か
の
職
業
を
経

て
、
そ
の
後
「
一
人
で
出
来
る
仕
事
で
、

一
本
立
ち
し
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
品

川
の
職
業
訓
練
校
で
木
工
技
術
を
習
得 

       

 

し
ま
し
た
。
こ
の
時
、
既
に
三
〇
歳
を

超
え
て
い
ま
し
た
。 

 

松
浦
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
木
材
に
は

様
々
な
性
質
が
あ
り
、
家
具
向
き
に
は

広
葉
樹
の
ケ
ヤ
キ
、
タ
モ
、
サ
ク
ラ
な

ど
が
使
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
製
品
の
組

み
立
て
に
は
金
物
は
一
切
使
わ
ず
「
ホ

ゾ
組
み
」
や
「
継
ぎ
手
」
と
い
う
指
物

の
伝
統
技
術
で
製
作
し
ま
す
。 

お
子
さ
ん
の
通
っ
て
い
た
保
育
園
か

ら
の
注
文
で
箱
椅
子
、
本
棚
、
テ
ー
ブ

ル
、
収
納
棚
、
屋
内
用
滑
り
台
な
ど
数

多
く
の
家
具
も
製
作
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
保
護
者
か
ら
の
注
文
も
あ
り
、
い

ず
れ
の
作
品
も
既
に
三
〇
年
以
上
使
わ

れ
て
い
ま
す
。 

松
浦
さ
ん
が
作
る
箱
椅
子
の
特
徴
は
、

子
供
が
小
さ
い
時
は
低
い
座
面
で
、
少

し
大
き
く
な
れ
ば
ひ
っ
く
り
返
し
て
座

り
、
下
に
す
れ
ば
テ
ー
ブ
ル
、
横
に
す

れ
ば
踏
み
台
に
も
な
る
優
れ
物
で
す
。

こ
の
製
品
は
タ
モ
の
木
で
製
作
さ
れ
た

そ
う
で
す
。
ま
た
注
文
家
具
の
製
作
に

あ
た
っ
て
は
、
使
い
勝
手
を
追
求
し
、 

余
分
な
装
飾
を
せ
ず
、
木
そ
の
も
の

の
美
し
さ
を
求
め
た
シ
ン
プ
ル
な
「
用

の
美
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
さ
れ
て
い
ま
す
。 

現
在
の
仕
事
を
始
め
て
三
〇
数
年
、

一
貫
し
て
個
人
で
木
工
家
具
を
注
文
製

作
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
の
目
標

と
し
て
「
今
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
開
発

さ
れ
る
前
は
、
使
わ
れ
る
素
材
は
木
で

あ
り
紙
で
あ
り
布
で
あ
っ
た
わ
け
で
す

か
ら
そ
こ
に
戻
せ
な
い
か
？ 

そ
の
た

め
に
自
分
に
出
来
る
こ
と
は
何
か
？ 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ(

持
続
可
能
な
開
発
目
標)

の

運
動
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
考
え
て
い

る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。 

        

 

松
浦
さ
ん
の
心
の
奥
底
に
は
、
自
然

の
素
材
の
特
質
を
見
極
め
た
製
品
作
り
、

そ
の
製
品
の
機
能
性
の
あ
く
な
き
追
求
、

そ
し
て
色
々
な
事
象
を
通
し
て
の
後
継

へ
の
伝
承
等
を
目
指
し
て
い
る
お
姿
が

印
象
的
で
し
た
。 

今
後
の
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 

（
取
材 

森
・
深
井
・
伊
藤
委
員
） 
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が
ま
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大
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ぬくもりのある松浦さんの木工家具  

多用途に活用できる箱椅子 
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 本
稿
は
、
多
摩
川
の
両
岸
住
民
の
近

世
利
害
史
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ

り
、
本
紙
第
66
、
68
、
71
、
73
、
78

号
に
こ
れ
ま
で
の
経
緯
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

川
崎
宿
と
田
中
丘
隅 

こ
れ
ま
で
多
摩
川
流
域
の
利
害
の
対

立
を
見
て
き
ま
し
た
が
、
最
後
に
六
郷

の
渡
し
の
渡
船
権
と
架
橋
問
題
を
書
い

て
締
め
く
く
り
と
し
ま
す
。
こ
こ
で
活

躍
す
る
の
が
田
中
丘
隅
で
す
。
田
中
丘

隅
は
一
六
六
二
年
（
寛
文
二
年
）
、
武
蔵

国
多
摩
郡
平
沢
村
（
現
在
の
あ
き
る
野

市
）
の
絹
旅
商
、
窪
島
家
（
喜
多
島
家

と
も
）
の
次
男
と
し
て
出
生
、
各
地
を

遍
歴
す
る
中
で
川
崎
宿
の
名
主
、
田
中

家
の
養
子
と
な
り
ま
し
た
。 

一
七
〇
四
年
（
宝
永
四
年
）
、
四
五
歳

の
時
に
川
崎
宿
本
陣
田
中
家
を
相
続

し
、
二
代
目
田
中
兵
庫
と
称
し
ま
し
た
。

当
時
、
品
川
宿
に
次
い
で
東
海
道
二
番

目
の
宿
で
あ
っ
た
川
崎
宿
は
、
伝
馬
役

の
負
担
増
が
問
題
と
な
り
、
拠
出
金
の

負
担
に
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
丘

隅
は
、
宿
の
財
政
立
て
直
し
の
活
路
を

多
摩
川
渡
船
に
求
め
、
渡
船
賃
収
入
に

よ
り
伝
馬
役
拠
出
金
の
肩
代
わ
り
を
さ

せ
よ
う
と
図
っ
た
の
で
す
。 

     

破
損
、
流
出
を
繰
り
返
す
六
郷
橋 

六
郷
橋
は
一
六
〇
〇
年
（
慶
長
五
年
）

に
架
橋
さ
れ
ま
し
た
が
、
度
重
な
る
多

摩
川
の
洪
水
に
よ
っ
て
破
損
、
流
失
を

繰
り
返
し
ま
し
た
。
そ
し
て
一
六
八
八

年
（
貞
享
五
年
）
の
洪
水
に
よ
る
六
郷

橋
の
流
出
以
降
、
架
橋
は
断
念
さ
れ
渡

船
場
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
幕
府
は
、

江
戸
八
丁
堀
の
岡
島
吉
兵
衛
に
渡
船
を

請
け
負
わ
せ
、
渡
船
経
費
は
官
費
負
担

と
し
大
舟
九
艘
、
小
舟
八
艘
を
作
ら
せ
、

以
後
足
か
け
三
年
の
一
般
渡
船
賃
を
無

料
と
し
ま
し
た
。 

 

一
六
九
一
年
（
元
禄
四
年
）
四
月
に

は
、
八
幡
塚
町
（
現
在
の
六
郷
神
社
の

あ
る
東
六
郷
を
中
心
と
し
た
一
帯
）
が

渡
船
を
請
け
負
っ
て
有
料
と
な
り
ま
し

た
が
、
村
内
に
争
い
が
あ
り
渡
船
稼
ぎ

を
や
め
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

同
年
八
月
、
幕
府
は
渡
船
場
の
経
営
を

江
戸
花
方
町
の
長
右
衛
門
と
光
兵
衛
に

請
け
負
わ
せ
ま
し
た
。
丘
隅
は
こ
の
多

摩
川
渡
船
の
独
占
を
狙
っ
た
の
で
す
。 

 

一
七
〇
九
年
（
宝
永
六
年
）
、
川
崎
宿

か
ら
申
請
の
あ
っ
た
多
摩
川
永
代
渡
船

権
獲
得
が
幕
府
の
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ

と
な
り
、
川
崎
宿
の
再
建
策
が
成
功
、

財
政
状
況
も
好
転
し
ま
し
た
。
そ
の
後

丘
隅
は
江
戸
に
遊
学
し
、 

荻
生
徂
徠
を
師
と
し
て
学 

び
、
成
島
錦
江
と
交
わ
り 

を
深
め
ま
し
た
。 

一
七
二
一
年
（
享
保
六 

年
）
、
丘
隅
は
農
政
意
見 

書
『
民
間
省
要
』
一
七
巻 

を
著
し
、
こ
れ
が
幕
府
の 

目
に
留
ま
っ
て
一
七
二
三 

年
（
享
保
八
年
）
に
徳
川 

吉
宗
に
召
し
出
さ
れ
、
三 

〇
人
扶
持
支
配
勘
定
並
に 

抜
擢
さ
れ
ま
し
た
。 

 

享
保
の
大
改
革
を
指
揮 

一
七
二
五
年
（
享
保
一
〇
年
）
～
一

七
二
六
年
に
か
け
て
、
丘
隅
は
大
丸
用

水
（
稲
城
市
）
と
二
ケ
領
用
水
の
工
事

を
指
揮
し
、
小
杉
（
川
崎
市
中
原
区
）

の
瀬
替
え
を
実
施
し
ま
し
た
。
二
ケ
領

用
水
は
近
世
中
世
の
新
田
開
発
で
灌
漑

面
積
が
増
加
す
る
一
方
、
玉
川
上
水
の

取
水
強
化
が
実
施
さ
れ
て
自
流
量
の
減

少
を
招
き
用
水
不
足
が
顕
在
化
し
、
用

水
内
の
水
争
い
が
多
発
し
て
い
ま
し

た
。
丘
隅
の
改
修
工
事
は
そ
れ
を
解
決

す
る
た
め
の
も
の
で
し
た
。 

一
七
二
九
年
（
享
保
一
四
年
）
、
丘
隅

は
多
摩
川
、
酒
匂
川
の
水
利
事
業
の
功

に
よ
り
多
摩
、
埼
玉
二
郡
三
万
石
の
支

配
勘
定
格
代
官
に
任
命
さ
れ
ま
し
た

が
、
同
年
六
七
歳
で
病
死
し
ま
し
た
。

彼
の
墓
は
六
郷
の
対
岸
、
川
崎
市
幸
区

の
妙
光
寺
に
あ
り
ま
す
。 

              

そ
れ
か
ら
一
五
〇
年
近
く
の
月
日
が

過
ぎ
て
時
代
は
明
治
と
変
わ
り
ま
し

た
。
一
八
七
四
年
（
明
治
七
年
）
一
月

二
〇
日
、
八
幡
塚
村
最
後
の
名
主
で

代
々
「
筏
宿
」
を
営
む
鈴
木
左
内
が
、

自
費
で
六
郷
川
に
架
橋
し
ま
し
た
。
左

内
橋
と
呼
ば
れ
ま
し
た
が
、
た
び
た
び

破
損
を
繰
り
返
し
、
修
理
費
が
か
さ
ん

で
金
喰
い
橋
と
陰
口
を
た
た
か
れ
ま
し

た
。 と

こ
ろ
で
川
崎
駅
（
明
治
二
年
か
ら

二
二
年
ま
で
、
旧
川
崎
宿
は
川
崎
駅
と

呼
称
し
ま
し
た
）
は
、
左
内
の
架
橋
に

異
議
を
申
し
立
て
、
紛
糾
し
ま
し
た
が
、

一
八
七
八
年
（
明
治
一
一
年
）
の
大
洪

水
で
左
内
橋
は
流
出
、
財
産
を
使
い
果

た
し
た
左
内
は
再
架
橋
を
断
念
し
ま
し

た
。
流
出
後
、
川
崎
宿
営
業
の
渡
船
が

復
活
し
た
の
で
す
。 

田
中
丘
隅
の
多
摩
川
永
代
渡
船
権
獲
得
と 

六
郷
橋
架
橋 

～
多
摩
川
両
岸
物
語
⑥
～
（
最
終
回
） 

 

田中丘隅の墓（幸区小向 20-1 妙光寺） 

（川崎市教育委員会ホームページから） 
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し
か
し
時
代
の
趨
勢
か
、
交
通
量
の

多
い
東
海
道
は
渡
船
の
時
代
で
は
な
く

な
っ
て
お
り
、
一
八
八
二
年
（
明
治
一

五
年
）
、
八
幡
塚
村
と
川
崎
駅
の
有
志
が

共
同
架
橋
し
ま
し
た
が
、
今
度
は
、
橋

の
名
前
を
め
ぐ
っ
て
も
め
て
し
ま
い
ま

し
た
。 

八
幡
塚
村
側
で
は
、
歴
史
的
に
も
「
六

郷
橋
」
と
す
べ
き
だ
と
主
張
し
ま
し
た

が
、
一
方
の
川
崎
駅
側
で
は
、「
多
摩
川

橋
」
を
主
張
し
て
互
い
に
譲
ら
ず
、
そ

の
裁
定
を
両
府
県
庁
に
委
ね
、
結
局
は

「
六
郷
橋
」
に
落
ち
着
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

ち
な
み
に
近
代
的
な
鋼
鉄
橋
が
完
成

す
る
の
は
、
一
九
二
五
年
（
大
正
一
四

年
）
の
こ
と
で
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
六
郷
渡
船
、
橋
梁
架
橋

の
歴
史
か
ら
も
、
多
摩
川
を
挟
ん
で
両

岸
の
ラ
イ
バ
ル
関
係
、
利
害
抗
争
が
繰

り
返
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

六
回
に
わ
た
っ
て
多
摩
川
両
岸
物
語

を
書
い
て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
筆
を

お
く
こ
と
に
し
ま
す
。 

最
後
に
、
こ
の
原
稿
を
書
く
に
あ
た

っ
て
参
考
に
し
た
主
な
資
・
史
料
を
挙

げ
て
お
き
ま
す
。
興
味
を
持
た
れ
た
方

は
ぜ
ひ
そ
れ
ら
も
お
読
み
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

（
全
六
回
の
本
原
稿
は
多
田
委
員
が
講

座
用
に
作
成
し
た
も
の
を
大
良
委
員
が

ア
レ
ン
ジ
し
て
共
作
し
た
も
の
で
す
） 
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1860 年代の川崎 六郷の渡し 

 

1910 年に完成した六郷橋の親柱  

（現在は六郷神社にあります）  

 

1925 年に完成した六郷橋の橋門と親柱 

（現在は大田区側の橋の脇にあります） 
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令
和
三
年
四
月
に
運
用
を
開
始
し
た

西
蒲
田
五
丁
目
二
番
に
あ
る
、
高
濃
度

酸
素
水
浄
化
施
設
を
ご
存
知
で
す
か
。 

こ
の
高
濃
度
酸
素
水
浄
化
施
設
は
呑

川
の
水
質
改
善
を
目
的
と
し
、
建
設
さ

れ
ま
し
た
。
大
田
区
で
は
、
こ
れ
ま
で

も
汚
泥
の
除
去
作
業
や
河
床
整
正
工
事

等
様
々
な
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
が
、

更
な
る
水
質
改
善
に
向
け
て
建
設
さ
れ

た
本
施
設
の
活
躍
に
期
待
が
膨
ら
み
ま

す
。 

 

呑
川
の
水
質
悪
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、

大
雨
が
降
る
と
、
汚
濁
物
が
呑
川
に
流

れ
込
み
、
川
底
に
堆
積
し
ま
す
。
堆
積

し
た
汚
濁
物
質
が
川
底
の
酸
素
を
消
費

し
、
酸
素
が
枯
渇
し
て
い
る
箇
所
に
、

海
水
が
流
れ
込
む
と
、
硫
化
物
が
生
成

さ
れ
、
悪
臭
や
白
濁
化
が
発
生
し
ま
す
。

つ
ま
り
、
川
底
の
酸
素
が
少
な
い
こ
と

が
、
水
質
悪
化
の
原
因
で
す
。
そ
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
川
底
に
酸

素
が
豊
富
に
含
ま
れ
た
水
を
流
す
必
要

が
あ
り
、
そ
の
働
き
が
期
待
で
き
る
の

が
、
高
濃
度
酸
素
水
浄
化
施
設
な
の
で

す
。 

 
 

で
は
、
高
濃
度
酸
素
水
浄
化
施
設
が

ど
の
よ
う
に
し
て
、
水
質
改
善
を
し
て 

 
 

   

い
く
の
か
紹
介
し
ま
す
。(

番
号
の
説
明

が
左
記
の
文
と
な
り
ま
す
。)

 

                 

① 

呑
川
か
ら
原
水
槽
に
水
を
汲
み
上

げ
ま
す
。
（
青
巒
寺
前
） 

② 

原
水
槽
で
は
、
沈
殿
防
止
・
悪
臭

防
止
の
た
め
、
か
き
混
ぜ
る
た
め
の

ブ
ロ
ワ
と
脱
臭
装
置
を
稼
働
。 

③ 

原
水
槽
か
ら
三
台
の
ポ
ン
プ
で
酸

素
溶
解
装
置
へ
と
送
水
。 

④ 

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
と
酸
素
発
生
装
置

で
高
濃
度
の
酸
素(

気
体)

を
作
り
、

酸
素
溶
解
装
置
へ
と
送
り
込
む
。 

⑤ 

酸
素
溶
解
装
置
で
効
率
的
に
空
気

と
水
を
触
れ
さ
せ
、
水
中
に
高
濃
度

の
酸
素
を
多
く
溶
け
込
ま
せ
る
。 

⑥ 

河
川
に
放
流
し
た
際
の
気
泡
化
に

よ
る
撹
拌
を
防
ぐ
た
め
に
、
消
泡
装

置
で
水
中
の
泡
を
取
り
除
く
。 

⑦ 

呑
川
へ
三
地
点
に
分
け
て
放
流
す

る(

馬
引
橋
か
ら
Ｊ
Ｒ
橋)

。 

  

大
田
区
の
担
当
者
は
、
本
施
設
だ
け

で
な
く
、
今
後
も
呑
川
の
水
質
改
善
に

向
け
て
様
々
な
方
法
で
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

ハ
ゼ
が
釣
れ
て
い
た
綺
麗
な
呑
川
に

戻
る
日
を
待
望
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 
 
 

（
取
材 

事
務
局
） 

 

●
『
か
ま
に
し
１
７
』
編
集
委
員 

西
蒲
田
一
丁
目
町
会 

中

田

澄

子
・
斉

藤

由

美 

西
蒲
田
二
・
三
丁
目
自
治
会 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

森 

俊

夫 

西
蒲
田
四
丁
目
町
会 

 
 

 
 

屋

代

絋

征
・
池

貝

雅

江 

西
蒲
田
女
塚
町
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

青
木 

陽
二 

西
蒲
田
六
丁
目
自
治
会 

伊
藤
多
佳
子
・
深

井

英

明 

蒲
田
西
口
町
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

栁

通

勝

麿 

西
蒲
田
七
丁
目
御
園
町
会 

飯

嶋

宏

之
・
下
山
恵
美
子 

西
蒲
田
八
丁
目
町
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

神

尾

俊

昭 

御
園
自
治
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

多

田

鉄

男 

新
蒲
田
一
丁
目
自
治
会 

伊

藤

孝

一
・
山

口

博

美 

東
矢
口
一
丁
目
町
会 

湯

澤

喜

久

雄 小
林
自
治
会 

 
 

 
 

佐

藤

悦

子
・
北
村 

悦
子 

 

安
方
北
町
会 高

橋

晴

美
・
近

藤

邦

子 

安
方
南
町
会 

 
 

 
 

大

良

美

臣
・
岡 

和

雄 

多
摩
川
二
丁
目
町
会 

 
 

 
 

原 

哲

夫
・
山

田 

勉 

道
塚
自
治
会 横

山
智
恵
子
・
伴

野

正

弘 

ト
ミ
ン
多
摩
川
二
丁
目
自
治
会 

蒲
田
西
特
別
出
張
所 

 
 

 
 

堀

江

正

樹
・
上

管

章

仁 

           

蒲田西特別出張所管内 

人口 

男 3 2 , 2 38 人  

女 2 9 , 9 96 人  

計 6 2 , 2 34 人  

世帯 36 , 2 55 世 帯  

令和３年 11 月１日現在 

ご
存
知
で
す
か
？ 

呑
川
の
高
濃
度
酸
素
水
浄
化
施
設 


